
- 1 - 

 

奈
良
県
議
会
基
本
条
例 

（平
成
二
十
二
年
一
二
月
一
四
日
奈
良
県
条
例
第
十
三
号
） 

 

奈
良
県
議
会
基
本
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る 

最
終
改
正
（平
成
二
十
四
年
一
二
月
二
十
八
日
条
例
第
四
十
二
号
） 

奈
良
県
議
会
基
本
条
例 

目
次 前

文 

第
一
章 

総
則(

第
一
条
・第
二
条) 

第
二
章 

議
員
の
責
務
及
び
役
割(

第
三
条
―
第
七
条) 

第
三
章 

議
会
運
営
の
原
則
等(

第
八
条
・第
九
条) 

第
四
章 

県
民
と
議
会
と
の
関
係(

第
十
条
―
第
十
二
条) 

第
五
章 

知
事
等
と
議
会
と
の
関
係(

第
十
三
条
―
第
十
五
条) 

第
六
章 

議
会
の
機
能
の
強
化(

第
十
六
条
―
第
十
八
条) 

第
七
章 

議
会
改
革
の
推
進(

第
十
九
条
・第
二
十
条) 

第
八
章 

議
会
事
務
局
等(

第
二
十
一
条
・第
二
十
二
条) 

第
九
章 

補
則(

第
二
十
三
条
・第
二
十
四
条) 

附
則 

奈
良
県
は
、
い
に
し
え
よ
り
「国
の
ま
ほ
ろ
ば
」と
称
さ
れ
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
都
が
置
か
れ
、
律
令
国
家
と
し
て
の
形

を
整
え
た
「日
本
の
は
じ
ま
り
」の
地
で
あ
る
。 

明
治
四
年
に
大
和
一
円
を
統
括
し
た
奈
良
県
は
、
明
治
九
年
に
堺
県
に
合
併
さ
れ
、
更
に
明
治
十
四
年
に
は
奈
良
県
を
含
ん
だ
ま
ま

堺
県
が
大
阪
府
に
合
併
さ
れ
た
が
、
大
和
選
出
の
府
会
議
員
や
有
識
者
が
中
心
と
な
り
、
郷
土
の
発
展
を
願
い
、
不
屈
の
精
神
と
熱
烈
な

郷
土
愛
に
燃
え
て
奈
良
県
再
設
置
運
動
を
繰
り
広
げ
、
明
治
二
十
年
に
再
び
奈
良
県
を
誕
生
さ
せ
た
歴
史
が
あ
る
。 

奈
良
県
誕
生
に
力
を
尽
く
し
た
先
人
の
郷
土
愛
、
更
に
幾
多
の
先
輩
の
諸
活
動
を
受
け
継
ぎ
、
奈
良
県
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
、
県
勢
の

発
展
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
き
た
。 

現
在
、
地
方
分
権
推
進
の
さ
な
か
に
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
自
己
決
定
権
が
拡
大
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
県
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
は
、
県
民
が
よ
り
質
の
高
い
政
策
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
県
民
の
意
見
を
聴
き
、
県
政

に
反
映
さ
せ
る
機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
議
決
権
を
有
す
る
機
関
と
し
て
、
及
び
知
事
そ
の
他
の
執
行
機
関
を
監
視
す
る
機
関
と
し

て
、
そ
の
責
務
を
自
覚
し
、
真
摯
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
本
県
議
会
は
、
日
本
国
憲
法
及
び
地
方
自
治
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
県
民
の
代
表
機
関
と
し
て
そ
の
信
託
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
、
議
会
の
機
能
の
強
化
及
び
議
会
改
革
に
努

め
、
地
方
自
治
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
、
議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
と
し
て
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。 

第
一
章 

総
則 

(

目
的) 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
奈
良
県
議
会(

以
下
「議
会
」と
い
う
。)

の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
し
、
奈
良
県
議
会
議
員(

以
下
「議
員
」と
い
う
。)

の
責
務
及
び
役
割
、
議
会
運
営
の
原
則
等
議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
が
県
民
の
信
託
に
的
確
に
こ
た

え
、
も
っ
て
県
民
の
福
祉
の
向
上
及
び
県
勢
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

(

基
本
理
念) 

第
二
条 

議
会
は
、
県
民
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
を
目
指
す
も

の
と
す
る
。 

2 

議
会
は
、
多
様
な
県
民
の
意
思
の
調
整
を
図
り
、
こ
れ
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
県
民
に
開
か
れ
た
運
営
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。 

3 

議
会
は
、
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
そ
の
他
の
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
常
に
県
民
の
信
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
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よ
う
、
議
会
改
革
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
章 

議
員
の
責
務
及
び
役
割 

(

議
員
の
責
務) 

第
三
条 

議
員
は
、
県
民
の
代
表
と
し
て
、
県
民
の
信
託
に
こ
た
え
る
た
め
、
県
政
の
課
題
と
こ
れ
に
対
す
る
県
民
の
意
思
を
的
確
に
把
握

し
、
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
責
務
を
有
す
る
。 

(

議
員
の
役
割) 

第
四
条 

議
員
は
、
前
条
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
次
に
掲
げ
る
役
割
を
担
う
も
の
と
す
る
。 

一 

県
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
県
民
の
意
見
を
聴
き
、
及
び
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。 

二 

県
政
に
つ
い
て
、
県
民
に
説
明
す
る
こ
と
。 

三 

本
会
議
、
委
員
会
及
び
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場(

以
下
「会
議
等
」と
い
う
。)

に

出
席
し
、
審
議
、
審
査
等
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
。 

2 

議
員
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
役
割
を
担
う
た
め
に
必
要
な
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
不
断
の
研
さ
ん
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

(

会
派) 

第
五
条 

議
員
は
、
議
会
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
会
派
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

2 

会
派
は
、
議
会
が
合
議
制
の
機
関
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
政
の
課
題
等
に
関
し
て
会
派
内
及
び

会
派
相
互
間
で
積
極
的
な
討
議
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

(

政
務
活
動
費) 

第
六
条 

会
派
及
び
議
員
は
、
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「法
」と
い
う
。)

第
百
条
第
十
四
項
か
ら
第
十
六

項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
政
務
活
動
費
が
議
会
の
調
査
活
動
の
基
盤
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資

す
る
た
め
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
か
つ
、
そ
の
責
任
を
自
覚
し
て
、
政
務
活
動
費
を
適
正
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
使
途
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

2 

政
務
活
動
費
に
関
し
て
は
、
別
に
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

(

平
二
四
条
例
四
二
・一
部
改
正) 

(

議
員
の
政
治
倫
理) 

第
七
条 

議
員
は
、
県
民
の
信
託
を
受
け
た
代
表
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
政
治
倫
理
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
員
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
品
位
と
識
見
を
養
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

2 

議
員
の
政
治
倫
理
に
関
し
て
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。 

第
三
章 

議
会
運
営
の
原
則
等 

(

議
会
運
営
の
原
則) 

第
八
条 

議
会
は
、
言
論
の
府
と
し
て
議
員
の
発
言
を
保
障
し
、
か
つ
、
議
員
相
互
間
の
討
議
等
の
方
法
に
よ
り
、
活
発
な
議
論
が
行
え
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

2 

議
会
は
、
議
決
責
任
を
深
く
認
識
し
、
公
正
か
つ
透
明
な
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

3 

議
会
は
、
そ
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
円
滑
か
つ
効
率
的
な
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

4 

常
任
委
員
会
は
、
県
政
の
課
題
に
対
応
し
て
機
動
的
に
開
催
し
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
よ
う
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

5 

特
別
委
員
会
は
、
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
県
政
の
課
題
に
対
応
し
て
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
置
し
、
そ
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
よ
う
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

質
問
等
の
充
実) 

第
九
条 

議
員
は
、
会
議
等
に
お
い
て
質
問
又
は
質
疑(

以
下
「質
問
等
」と
い
う
。)

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
第
三
条
に
規
定
す
る
議
員
の

責
務
を
自
覚
し
、
そ
の
内
容
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

2 

議
員
は
、
質
問
等
の
論
点
を
明
確
に
し
、
県
民
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

3 

審
議
又
は
審
査
に
必
要
な
説
明
の
た
め
議
長
又
は
委
員
長
か
ら
出
席
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
議
長
又
は
委
員
長
の
許
可
を
得
て
、
質
問

等
を
行
う
者
に
対
し
て
答
弁
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て
質
問
等
の
趣
旨
を
確
認
す
る
た
め
の
発
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
章 

県
民
と
議
会
と
の
関
係 
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(
県
民
参
加
の
推
進) 

第
十
条 

議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
等
に
よ
り
、
県
民
の
議
会
活
動
への
参
加
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 
委
員
会
の
運
営
に
当
た
り
、
公
聴
会
及
び
参
考
人
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
。 

二 

請
願
及
び
陳
情
等
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
県
民
等
に
よ
る
政
策
提
案
と
し
て
と
ら
え
、
誠
実
に
処
理
す
る
こ
と
。 

三 

県
政
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
県
民
と
の
意
見
交
換
の
場
等
を
設
け
る
こ
と
。 

(

広
報
活
動
の
充
実) 

第
十
一
条 

議
会
は
、
多
様
な
媒
体
を
活
用
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
報
告
会
を
開
催
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
、
議
会
活
動
に
関
す
る

広
報
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

2 

議
長
は
、
議
会
を
代
表
し
て
、
定
例
記
者
会
見
等
の
方
法
に
よ
り
、
県
政
の
課
題
に
対
す
る
議
会
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
県
民
に
明
ら
か

に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

(

会
議
等
の
公
開
等) 

第
十
二
条 

議
会
は
、
議
会
の
意
思
決
定
過
程
を
県
民
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
会
議
等
を
原
則
と
し
て
公
開
す
る
。 

2 

議
会
は
、
県
民
が
会
議
等
を
傍
聴
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
傍
聴
人
に
対
し
て
関
係
資
料
の
配
布
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
会
議
等
の
公
開
の
実
効
性
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

3 

議
会
は
、
奈
良
県
情
報
公
開
条
例(

平
成
十
三
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
三
十
八
号)

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
議
会
に
関
す
る
文
書
を

公
開
す
る
と
と
も
に
、
議
会
の
保
有
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
五
章 

知
事
等
と
議
会
と
の
関
係 

(

知
事
等
と
の
関
係
の
基
本
原
則) 

第
十
三
条 

議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、
議
会
が
議
決
権
を
有
し
、
知
事
そ
の
他
の
執
行
機
関(

以
下
「知
事
等
」と
い
う
。)

が

執
行
権
を
有
す
る
と
い
う
互
い
の
役
割
を
尊
重
し
つ
つ
、
共
通
の
目
標
で
あ
る
県
民
の
福
祉
の
向
上
及
び
県
勢
の
発
展
の
た
め
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。 

(

監
視
及
び
評
価) 

第
十
四
条 

議
会
は
、
知
事
等
の
事
務
の
執
行
が
適
正
か
つ
公
平
に
、
及
び
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
視
し
、
並
び
に
知
事
等
の
事
務

の
執
行
及
び
成
果
に
つ
い
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。 

(

政
策
立
案
及
び
政
策
提
言) 

第
十
五
条 

議
会
は
、
議
案
の
提
出
、
決
議
等
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
政
策
立
案
及
び
知
事
等
に
対
す
る
政
策
提
言
を
行
う
も
の
と
す

る
。 

第
六
章 

議
会
の
機
能
の
強
化 

(

議
会
の
機
能
の
強
化) 

第
十
六
条 

議
会
は
、
前
二
条
に
規
定
す
る
議
会
の
機
能
を
強
化
す
る
も
の
と
す
る
。 

(

政
策
検
討
会
議
の
設
置) 

第
十
七
条 

議
会
は
、
県
政
の
課
題
に
関
し
て
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
、
議
員
で
構
成
す
る
政
策
検
討
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

2 

政
策
検
討
会
議
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
か
ら
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

(

専
門
的
知
見
の
活
用) 

第
十
八
条 

議
会
は
、
議
案
の
審
査
又
は
県
の
事
務
に
関
す
る
調
査
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
法
第
百
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
専
門
的
事

項
に
係
る
調
査
の
委
託
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
七
章 

議
会
改
革
の
推
進 

(

議
会
改
革
の
推
進) 

第
十
九
条 

議
会
は
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
役
割
を
担
う
た
め
、
継
続
的
に
議
会
改
革
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。 

2 

議
会
は
、
議
会
改
革
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
、
議
会
改
革
推
進
会
議
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

(

議
員
の
定
数
及
び
選
挙
区) 
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第
二
十
条 

議
会
は
、
県
民
の
意
思
を
県
政
に
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
議
員
の
定
数
及
び
選
挙
区
に
つ
い
て
、
適
宜
、
適
切
な
見
直
し

を
行
う
も
の
と
す
る
。 

第
八
章 

議
会
事
務
局
等 

(

議
会
事
務
局) 

第
二
十
一
条 

議
会
は
、
議
会
運
営
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、
議
会
事
務
局
の
機
能
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

2 

議
長
は
、
職
員
の
能
力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

(

議
会
図
書
室) 

第
二
十
二
条 

議
会
は
、
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
、
議
会
図
書
室
を
適
正
に
運
営
し
、
及
び
管
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
機
能
の

強
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
九
章 

補
則 

(

他
の
条
例
と
の
関
係) 

第
二
十
三
条 

こ
の
条
例
は
、
議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
条
例
で
あ
り
、
議
会
に
関
す
る
他
の
条
例
等
を
制
定
し
、
又
は
改

廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
事
項
と
の
整
合
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

(

検
討) 

第
二
十
四
条 

議
会
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
、
県
民
の
意
見
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条

例
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則(

平
成
二
四
年
条
例
第
四
二
号)

抄 

(

施
行
期
日) 

1 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

(

奈
良
県
議
会
運
営
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正) 

4 

奈
良
県
議
会
運
営
委
員
会
条
例(

平
成
五
年
十
月
奈
良
県
条
例
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

〔次
の
よ
う
〕略 


